
朝来市をぐるっと一周、「このま

ち自慢ベストテン」に選ばれたも

のを中心に市内の名所や行事など、

いろいろ寄り道しながら進んでい

きましょう。

※市内には、まだまだ名所や旧跡など見所がいっぱい。ここに掲載されて

　いないこのほかの見所にも実際に足を運んでみてはいかがでしょうか。

黒川温黒川温泉泉

　アルカリ性単純

泉は肌ざわりが優

しく、美人湯とも

魚ヶ魚ヶ滝滝

道
の
道
の
駅駅
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ

フ
レ
ッ
シ
ュ
あ
ささ
ごご
・・

道
の
駅
あ
さ

道
の
駅
あ
さ
ごご

道の駅で休憩し、気分転

換して先に進もう。

式水力発電所として

界第２位の出力を誇

赤淵神赤淵神社社
国の重要文化

財に指定され

ている赤淵神

竹田城竹田城跡跡
天守台は標高

３５３．７㍍の山

頂に築かれて

おり、縄張り

の規模は南北

よふど温よふど温泉泉

緑豊かな山間の地にある

よふど温泉。新陳代謝を

よくするラドンを多く含

む温泉につかって、しば

し休息。

立雲立雲峡峡

「但馬吉野」

とも呼ばれ

る立雲峡。

ヤマザクラ

とソメイヨ

茶すり山古茶すり山古墳墳

方最大規模を有しています。直径約
９０㍍、高さ約１８㍍で、２段に築成され
ていたと考えられています。出土品は

道の駅但馬のまほろ道の駅但馬のまほろばば

道の駅で休憩し、

気分転換して先

に進もう。

ヒメハナ公ヒメハナ公園園夏祭夏祭りり

県
立
自
然
公
園
・
糸
井
渓
谷
・

県
立
自
然
公
園
・
糸
井
渓
谷
・
床床

の
尾
連
山
・
糸
井
の
大
カ
ツ

の
尾
連
山
・
糸
井
の
大
カ
ツ
ララ

糸井渓谷には「とて

の三滝」、「不動の滝」

などの見所のほか、

渓谷の最奥部には

「大カツラ」があり、

国の天然記念物に指

定されています。

朝来市特産岩津朝来市特産岩津ねねぎぎ

いろんな料理で何度も

味わおう。

秋まつりり
旬

各

り

れ

５世紀前葉の
大型円墳であ
る茶すり山古
墳は、円墳と
しては近畿地

朝来市一周すごろく

落差は約５㍍。

夏にはオート

キャンプ場で

キャンプをし

たり、魚のつかみ取りや川遊びを

楽しんだりする人たちでにぎわい

ます。

朝来市埋蔵文化財センター「古代あ
さご館」で見られます。

全長１７０㍍のロ

ーラースライ

ダーや水遊び場、

芝生広場、遊歩

道などがあり、週末には子ども連

れの家族でにぎわいます。

は市内各

夏祭りが

され、イ

トや花火

華な屋台がまちを練

す。

カとなっています。

の遊覧も楽しめま
呼ばれている黒川温泉。温泉につ

かれば元気が出ます。

シノが時期を違えて咲き

誇るサクラの名所でみん

なで花見をしよう。

などが行

ます。 

▲道の駅フレッ
　シュあさご

▼道の駅あ
　さご

４００㍍、東西１００㍍です。完存する石垣遺構

としては全国屈指のもので、国史跡に指定

されています。現在のような豪壮な石垣積

みの城郭を築いたのは、最後の

城主となった赤松広秀です。

社の本殿は室町時代初期に建て

られた式内社です。

　遠い昔に思いをはせて…。

青葉から白根まですべ

て食べられる岩津ねぎ。

この朝来市の特産品を

刺身、鍋物、焼きねぎと、

２マス進２マス進むむ ４マス戻る

トップのコマをこ

のマスまで戻す

１回休み

３マス進３マス進むむ

スタートに戻る

スタースタートト２マス進２マス進むむ

このまち自このまち自
慢慢

新年明けましておめでとうございます新年明けましておめでとうございます。。
本年も「広報朝来」をよろしくお願いします本年も「広報朝来」をよろしくお願いします。。

「このまち自慢ベストテン」は市ホームページ（http://www.city.asago.hyogo.jp/konomachijiman/）に掲載中。また、市役所本庁舎
又は各支所窓口、各道の駅などに紹介パンフレットを置いていますのでご利用ください。

西電力奥多々良木発

２つのダムの標高差

㍍を利用して発電し

ます。

１
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　１２ 　１３
　１４

　１５

　２６

　１６

　１７

　１８　１９

　２４ 　２５

　▲多々良木ダム
　黒川ダム

▼

人人
とと
緑緑

心心
ふふ
れれ
ああ
うう

交交
流流
のの
まま
ちち

朝朝
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今月の主な内容

２～３市長・議長新年のごあいさつ
４～７まちづくりフォーラムの結果から
８～９生野鉱山固有の風景を活かしたまちづくり
１０～１１市政フラッシュ
１０～１１我がまち朝来再発見
１２～１５まちのわだい
１６～１９情報掲示板 
２１自分たちのまちは自分たちで
２２健康カレンダー
２３平成２０年の朝来市を振り返る

平成２１年

１月１月

平成２１年

２００９ January

No.４６

朝
来

あ
　
　
さ
　
　
ご

生野まちづくり工生野まちづくり工房房
郷宿を改修した

井筒屋では、往

時の生活文化を

知ることができ

生野銀生野銀山山

は皇室財産にもなった大鉱山です。

掘り跡が残る岩肌や電機仕掛けの

人形により再現された作業風景を

段ヶ段ヶ峰峰

標高１，１０３㍍ の段ヶ

峰。みんなで登って

初日の出を拝もう。

さのう高さのう高原原
スカイビラさのスカイビラさのうう

パラグライダーの絶好

のフライトエリアで空

中散歩を楽しもう。

神子神子畑畑・羽・羽渕鋳鉄渕鋳鉄橋橋

神子畑鋳鉄橋（国指定重要文化財）

は、現存する鉄橋の中では日本で

３番目に古く、鋳鉄橋としては日

本最古を誇ります。羽渕鋳鉄橋は、

鋳鉄製二連の美しい洋式の橋です。

奥
多
々
良
木
発
電
所
・
多
々
良
木

奥
多
々
良
木
発
電
所
・
多
々
良
木
ダダ

ム
・
黒
川
ダ

ム
・
黒
川
ダ
ムム

揚水

は世

八
代
八
代
のの
大大
け
や
け
や
きき

高さ約３０㍍、

幹周り約９㍍

もの巨木で、

推定樹齢は

１５００年。足鹿

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館館

良木ダム）の真下に位置する「あ

さご芸術の森美術館」では、さま

ざまな企画展やイベントを開催し

ています。また、館外には自然に

粟鹿神粟鹿神社社

但馬国一の宮、延喜式

に定める名神大社でも

ある粟鹿神社は、 昔か

大町藤公大町藤公園園

総延長５００㍍の藤棚

が設けられた山陰随

一の規模を誇る藤棚

公園。みんなでフジ

の花を観賞しよう。

寺内ざんざか踊寺内ざんざか踊りり

踊りです。約４００年間伝承されている

この踊りは、市内で唯一の県指定無形

秋まつ秋まつり
１０月 上

には市内

地で秋祭

が開催さ

寺内ざんざか踊

りは、子孫繁栄、

五穀豊穣、天下

泰平を祈願して

奉納される太鼓

観光坑道から見学できます。

織田、豊臣、徳川

それぞれの政権

の直轄鉱山とし

て栄え、明治元

年には政府直轄

となり、その後

神社の境内にあり、古くか

らご神木としてあがめられ

ています。

雄大なロック

フィル式ダム

（関西電力多々

夏に

地で

開催

ベン

民俗文化財に登録されていま

す。

ます。豪

り歩きま

銀山銀山湖湖

ファンのメッ

貸しボートで

す。

大会

われ

周 囲１２㌔

の人口湖。

関西の釣り

ます。手作りのお土産の販売や

さまざまな催しが行われます。

　神子畑鋳鉄橋
▼羽渕鋳鉄橋

▼

ら神徳の高い神社として、朝廷の尊崇が厚

く、国家の大難に際して 4度の勅使が派遣

されたと伝えられています。 毎年１０月１７

日に行われる伝統の祭礼行事「瓶子（へい

じ）渡」（別名「サアゴザレ」）は、粟鹿神

社に古くから伝わる神事です。

最後の人が追いつ

くまで休み

３マス進３マス進むむ

前にあるコマをすべ

てこのマスに戻す

広報朝来１月号 新春特別企画～朝来市「このまち自慢」一周すごろく～

溶け込むように彫刻が点在す

る野外彫刻公園がありま

す。

る関

電所。

約４００

てい

　神子畑鋳鉄橋
▼羽渕鋳鉄橋

　瓶子渡

▼
３４

５

６

７

８

９
　１０

　１１

　２０

　２１

　２２

　２３



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
 揃
 い
で
、
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

そ

ろ

 慶
 び
申
し

よ
ろ
こ

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
当
地
方
に
は
大
き
な
自
然
災
害
も
な
く
、
平
穏

に
推
移
し
ま
し
た
が
、
社
会
経
済
面
で
は
米
国
に
端
を
発
し

た
金
融
危
機
に
伴
う
諸
産
業
の
減
産
に
よ
る
収
益
悪
化
と
雇

用
不
安
な
ど
、
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界
同
時
不
況
の

影
響
が
、
連
鎖
的
に
地
域
経
済
へ
も
深
刻
な
影
を
落
と
し
か

け
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、
企
業
の
生
産
拡
大
や
雇
用

確
保
へ
の
奨
励
制
度
や
商
業
者
へ
の
融
資
支
援
な
ど
独
自
の

対
策
に
よ
り
、
全
力
で
地
域
経
済
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

極
め
て
厳
し
い
環
境
下
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
こ

の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
本
市
は
合
併
し
て
満
４
年
。
こ
の
期
間
は
、
ま
さ

に
新
市
の
将
来
に
係
わ
る
基
礎
づ
く
り
と
市
民
一
体
感
の
醸

成
を
最
優
先
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
一
貫
し

た
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
順
調

に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
「
自
考
・
自
行
、共
助
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」の
理
念

の
下
、　
の
地
域
自
治
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
特
色
あ
る
地
域

１１

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
の
主
人
公
で
あ
る
皆
様

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
未
来
を
語
り
合
い
、
実
現
に
向
け
て

進
む
過
程
や
自
治
協
議
会
同
士
の
切
 磋
  琢
 磨
は
、
新
た
な
勇

さ
 
た

く

気
や
活
力
、
創
意
工
夫
を
生
み
出
す
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
　
私
は
、
市
の
未
来
に
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本

市
に
は
す
ば
ら
し
く
経
験
豊
か
な
人
材
や
未
来
を
担
う
有
為

な
若
者
が
大
勢
そ
の
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業

面
で
は
、
厳
し
さ
の
み
が
 喧
 伝
さ
れ
る
農
業
は
、
目
を
転
ず

け

ん

れ
ば
現
下
の
不
況
を
吸
収
し
得
る
大
き
な
器
で
あ
り
、
福
祉

を
支
え
る
基
盤
と
も
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年
の
岩
津
ね

ぎ
生
産
農
家
数
は
前
年
比
　
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
３
５
５
戸
、

２３

作
付
総
面
積
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
今
や

１３

２６

県
下
の
代
表
的
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
し
て
成
長
し
、
生
産

が
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
活
況
ぶ
り
で
す
。
岩
津
ね

ぎ
　
ア
ー
ル
は
老
齢
年
金
満
額
の
　
万
円
に
相
当
す
る
魅
力

１０

８０

あ
る
農
産
品
で
す
。
さ
ら
に
生
産
に
伴
う
農
地
の
利
用
促
進
、

荒
廃
防
止
、
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
効
用
を
考
え
れ
ば
、
世

界
的
な
懸
案
で
あ
る
地
球
温
暖
化
と
食
糧
危
機
へ
の
有
効
な

手
段
と
も
な
り
、
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
す
。

　
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
る
岩
津
ね
ぎ
の
お
い
し
さ
は
折
り

紙
つ
き
で
す
。 美
味
 し
い
ネ
ギ
 鍋
 に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
期

お

い

 

な

べ

待
に
み
な
ぎ
る
朝
来
市
づ
く
り
に
向
け
、
現
下
の
厳
し
さ
を

乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
し
ま
す
。

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
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不
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持
続
可
能
な
朝
来
市
を
目
指
し
てててててててててててててててててててててて

朝

来

市

長

あ い さ つ

広報 朝朝来来 ２



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お

 揃
 い
で
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

そ

ろ

 慶
 び
申
し

よ
ろ
こ

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
か
ね
て
か
ら
不
安
視
さ
れ
て
い
た
米
国
の
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
が
、
現
実
に
超
大
手
の
証
券
会
社
や

保
険
会
社
を
破
 綻
 さ
せ
、
世
界
的
な
金
融
危
機
と
経
済
的
な

た

ん

混
乱
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。
世
界
同
時
株
安
、
米
国
経
済
の

信
用
失
墜
に
よ
る
急
激
な
ド
ル
安
円
高
に
よ
り
、
好
調
な
業

績
を
保
っ
て
い
た
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
輸
出
関
連
企
業

が
大
幅
な
減
益
と
な
り
、
減
産
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
結

果
、
部
品
製
造
等
の
下
請
企
業
も
含
め
全
国
的
に
十
月
以
降

三
万
人
を
超
す
派
遣
や
期
間
労
働
者
の
方
が
職
を
失
う
こ
と

に
な
り
、
早
急
な
雇
用
対
策
が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
都
市
部
の
景
気
と
関
係
な
く
低
迷
を
続
け
て
い
る
地

域
経
済
の
疲
弊
を
考
え
る
時
、
今
こ
そ
何
を
な
す
べ
き
か
政

治
や
行
政
に
関
わ
る
者
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
地
方
議
会
か
ら
国
政
を
眺
め
る
時
、
党
派
を
超
え

英
知
を
結
集
し
て
、
こ
の
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
難
局
に

立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。「
対
立
か
ら
協

同
へ
」
、
「
力
を
合
わ
せ
て
」
と
い
う
言
葉
が
今
、
日
本
の
未

来
の
た
め
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
朝
来
市
に
お
い
て
は
、 全
 て
の
小
学
校
区
で
自
治
協
議
会

す

べ

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
 活
 か
し
た
今
後
の
活
動
に
大
い
に

い

期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
、
行
政
が
担
う
べ
き
こ
と

は
行
政
が
、
お
互
い
に
調
整
を
図
り
な
が
ら
し
っ
か
り
し
た

形
の
も
の
に
な
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
 繋
 

つ

な

が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
、
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
衆
議
院
を

は
じ
め
、
四
月
に
は
市
長
選
挙
、
七
月
に
は
知
事
選
挙
、
十
月

に
は
定
員
が
二
十
六
人
か
ら
二
十
人
と
な
っ
た
私
ど
も
市
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
朝
来
市
、
兵
庫
県
そ
し
て

日
本
の
将
来
に
向
け
、
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
投

票
に
よ
る
政
治
参
加
を
是
非
と
も
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
朝
来
市
が
、
よ
り
安
心
し
て
、

よ
り
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
議
員
各
位
と
共
に

 頑
張
 っ
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
皆

が

ん

ば

様
方
の
ご
支
援
ご
 鞭
撻
 を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

べ

ん

た

つ

　
終
わ
り
に
、
皆
様
方
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ととととととととととととととととととととと
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
ししししししししししししししししししししし

住
民
と
歩
む
議
会
を
目
指
し
てててててててててててててててててててててて

新 年 の ご

朝
来
市
議
会
議
長
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認
定
こ
ど
も
園
に
な

っ
て
料
金
が
上
が
ら

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

市
の
制
度
で
は
、
す

く
す
く
子
育
て
補
助

金
事
業
、
医
療
費
補
助
事
業

な
ど
の
ほ
か
、
保
育
料
も
軽

減
策
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、保

育
料
は
負
担
を
抑
え
る
た
め

国
の
基
準
の
８
割
程
度
の
料

金
に
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

教
育
費
を
少
し
で
も
下
げ
る

こ
と
は
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。認

定
こ
ど
も
園
の
メ

リ
ッ
ト
は
？
幼
稚
園

が
保
育
所
　
の
延
長
に
な
る

（園）

の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
ト
ー
タ

ル
で
保
育
、
教
育
し
て
い
く

こ
と
で
、
小
学
校
に
入
っ
た

と
き
に
、
き
ち
ん
と
授
業
を

受
け
ら
れ
る
、
先
生
の
話
を

聞
け
る
、
自
分
の
意
見
を
は

っ
き
り
と
言
え
る
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
ま
す
。
ま
た
在
宅

児
の
子
育
て
相
談
の
機
能
も

持
た
せ
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
朝
来
市
版

の
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
適

正
な
規
模
は
？

制
度
が
ま
だ
新
し
い

た
め
決
め
て
い
ま
せ

ん
。
提
言
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
旧
町
の
状
況
や
児
童
数
の

推
移
か
ら
和
田
山
地
域
で
２

園
、生
野
、山
東
、
朝
来
の
各

地
域
に
１
園
ず
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
通

園
区
域
に
つ
い
て
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
状
況
や
意
見
を
聞
き
な
が

ら
最
終
的
に
決
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
計
画
は
？

公
立
の
保
育
所
、
幼

稚
園
は
統
合
し
て
０

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
一

貫
し
て
教
育
で
き
る
一
体
型

施
設
の「
認
定
こ
ど
も
園
」と

し
て
整
備
し
、
保
育
、
教
育

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
整
備
計
画
を
検
討

し
て
お
り
早
急
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
民
間
経
営
も
視
野

に
入
れ
た
」
と
あ
り

ま
す
が
、
公
的
機
関
が
責
任

を
持
つ
べ
き
で
は
？

市
内
に
は
民
間
保
育

園
が
５
園
あ
り
、
多

彩
な
教
育
を
さ
れ
る
の
で
、

遠
く
か
ら
預
け
て
い
る
保
護

者
も
多
い
で
す
。
公
が
責
任

　市は、市民の皆さんの声を聞いて意見交換を行い、情報を共有す
ることで、共生のまちづくりをみんなで進めることを目的に、平成
２０年度まちづくりフォーラムを開催しました。これは昨年度まで
「地区別懇談会」として開催していたもの。今回のテーマは「みんな
で考えよう！学校再編～あしたの朝来っ子のために～」とし、昨年
末に朝来市立学校配置等検討委員会が取りまとめた提言書の説明と、
これからの学校等の再編についての意見をいただきました。１０月
２９日から１１月２１日までの期間、市内１２会場に足を運んだ参加者
は延べ８６４人。今月の広報は、フォーラムで出された意見や質問の
なかから主なものを紹介します。

まま
ちち
づづ
くく
りり
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

のの
結結
果果
かか
らら

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成
　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
年
度

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００２０

広報 朝朝来来 ４

認
定
こ
ど
も
園

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ
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放
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
適

度
な
競
争
を
し
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
を
導
い
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
施
設
は
公
立
、
民
間

を
問
わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

が
あ
り
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
公
立

の
保
育
所
、
幼
稚
園
の
再
編

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
民
間

の
保
育
園
と
の
連
携
も
重
視

し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
と
い

う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
幼
稚
園
の
入

園
年
齢
が
市
内
で
違

う
と
聞
き
ま
し
た
。

生
野
地
域
は
３
歳
、

朝
来
地
域
は
４
歳
、

和
田
山
、
山
東
地
域
で
は
５

歳
か
ら
入
園
で
き
ま
す
。

　
山
東
地
域
や
和
田
山
地
域

で
は
、
民
間
の
保
育
園
に
５

歳
ま
で
通
っ
て
小
学
校
に
入

学
す
る
例
が
ま
れ
に
あ
り
ま

す
。

提
言
に
あ
る
適
正
な

学
校
規
模
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
と
小
中
学
校

の
先
生
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
っ
た
結
果
な
ど
に

基
づ
き
、
一
学
級
　
人
を
基

２５

礎
数
値
と
し
て
小
学
校
で
は

６
学
年
で
百
　
人
、
中
学
校

５０

で
は
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る

１
学
年
２
ク
ラ
ス
の
百
　
人
５０

と
い
う
規
模
が
一
番
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
な
い
か
と
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は
１
学

級
　
人
が
基
本
で
す

４０

が
　
人
と
の
整
合
性
は
？

２５

現
在
の
と
こ
ろ
、　４０

人
で
１
ク
ラ
ス
、　４１

人
以
上
は
２
ク
ラ
ス
が
基
本

で
す
。
た
だ
し
、
県
で
は
４

年
生
ま
で
は
新
学
習
シ
ス
テ

　まちづくりフォーラムの結果から

地元の区長会長さ
んなどがフォーラ
ムの進行を務めま
した。

桐山教育長が最近
の教育情勢につい
て説明

市長があいさつ。市
の現状やフォーラム
のテーマについて語
りました。

会

場

の

よ

う

す
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 糸
　
井
 　
県
道
和
田
山
出

石
線
の
林
垣
区
下
か
ら
寺
内

更
杵
橋
交
差
点
に
か
け
て
の

①
歩
道
整
備
、
②
信
号
機
の

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
　
①
市
も
以
前
か
ら
県

に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
県

で
は
、
こ
の
路
線
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て
交
通
安
全
事
業

計
画
に
掲
載
し
、
実
施
の
方

向
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
市
か
ら
も
朝
来
警
察
署
に

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

ま
だ
設
置
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
交
通
安
全
対
策
の
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
信
号
機

の
整
備
は
大
変
重
要
で
す
。

今
後
も
安
全
確
保
の
た
め
引

き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

 大
　
蔵
 　
南
但
ご
み
処
理

施
設
建
設
に
つ
い
て
、経
過
・

進
行
状
況
を
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

回
答
　
市
や
南
但
広
域
行
政

事
務
組
合
は
、
平
成
　
年
の

１９

１
年
間
は
周
辺
地
区
の
皆
さ

ん
へ
の
説
明
会
を
開
催
。
昨

年
度
の
地
区
別
懇
談
会
で
も

事
業
の
概
要
を
説
明
し
ま
し

た
。ま
た
、昨
年
は
予
定
地
の

測
量
を
行
い
ま
し
た
。
用
地

境
界
が
画
定
し
た
後
は
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
事
業
の
発
注
方
式

や
施
設
の
運
営
方
式
な
ど
の

検
討
を
進
め
、
こ
の
ご
み
処

理
施
設
が
平
成
　
年
に
は
共

２５

用
開
始
が
で
き
る
よ
う
計
画

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

 和
田
山
 　
①
避
難
場
所
の

耐
震
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
防
災
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と

備
蓄
、
③
防
災
活
動
の
具
体

的
な
対
応
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

回
答
　
①
市
の
財
政
を
踏
ま

え
、国
土
交
通
省
の「
住
宅
・

建
築
物
耐
震
改
修
等
事
業
」

の
活
用
な
ど
も
検
討
し
な
が

ら
、
避
難
所
施
設
の
耐
震
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
②
災
害
対
応
時

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

と
防
災
資
器
材
な
ど
の
備
蓄

施
設
と
し
て
の
機
能
が
あ
り

ま
す
。
防
災
資
機
材
の
備
蓄

量
は
毎
年
一
定
額
を
予
算
措

置
し
て
整
備
充
実
に
努
め
、

防
災
活
動
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

各

地

区

か

ら

の

課

題

要

望

事

項

　
今
年
度
は
、
各
地
区
ご
と
の
課
題
や
要
望
を
聞
い
て
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
回
答
す
る
取
組
を
し
ま
し

た
。
各
地
区
の
課
題
や
要
望
と
市
か
ら
の
回
答
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

スクリーンを使って市内の小中学
校の児童生徒数の現状と今後の減
少化傾向、検討委員会の提言内容
を説明

説明を聞く参加者

意見交換の時間には、参加者からさ
まざまな意見や質問が出ました。

各地区ごとの課題
や要望事項もお聞
きしました

▼
質問には市長
はじめ、職員
が回答

小
中
学
校



広報 朝朝来来 ６

ム
で
１
ク
ラ
ス
　
人
以
上
は

３６

２
ク
ラ
ス
編
成
が
可
能
。　２５

人
は
市
の
適
正
な
規
模
と
し

て
提
言
さ
れ
た
も
の
で
す
。

百
　
人
を
下
回
っ
た

５０
ら
す
ぐ
に
統
合
す
る

の
で
す
か
？

検
討
委
員
会
は
、
予

想
さ
れ
る
児
童
生
徒

数
か
ら
将
来
百
　
人
を
割
っ

５０

た
と
き
に
、
適
正
な
学
校
規

模
、
教
育
効
果
の
観
点
か
ら

再
編
し
た
方
が
良
い
の
で
は

と
提
言
し
て
い
ま
す
。
市
は
、

小
規
模
化
が
進
ん
で
い
く
段

階
で
、
隣
接
小
学
校
と
の
連

携
や
中
学
校
と
連
携
、
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
縦
割
り

の
班
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

取
組
を
行
う
な
ど
、
規
模
が

小
さ
く
な
っ
て
い
く
こ
と
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
う
よ
う
な

教
育
活
動
を
行
う
方
針
で
す
。

少
人
数
学
級
の
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

は
何
で
す
か
？

メ
リ
ッ
ト
は
、「
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
和
や
か

な
雰
囲
気
の
学
習
環
境
」「
学

校
全
体
で
児
童
の
掌
握
が
し

や
す
い
」「
個
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
指
導
が
で
き
る
」「
学

校
内
の
教
育
目
標
や
教
育
活

動
に
一
貫
性
を
も
た
せ
や
す

い
」「
他
学
年
と
の
調
整
が
し

や
す
く
融
通
が
き
く
」
な
ど

で
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、「
学
級
の

ル
ー
ル
や
児
童
の
中
で
価
値

観
が
固
定
化
さ
れ
が
ち
に
な

る
」「
固
定
的
な
人
間
関
係
に

な
り
や
す
く
、
一
度
関
係
が

悪
く
な
る
と
改
善
に
時
間
が

か
か
る
」「
一
人
一
役
の
係
活

動
が
展
開
さ
れ
一
人
の
負
担

が
重
く
な
る
」「
指
導
形
態

に
多
様
性
が
少
な
く
な
り
、

学
習
の
深
ま
り
が
難
し
い
」

な
ど
で
す
。

小
規
模
校
は
残
さ
な

い
の
で
す
か
？

ま
ず
第
一
に
、
学
校

の
小
規
模
化
や
規
模

の
格
差
を
補
う
教
育
活
動
を

行
い
、
学
校
の
存
続
・
維
持

を
図
っ
て
い
く
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
集
団
教
育
の
場
と
い
う

学
校
の
役
割
を
考
え
た
と
き
、

児
童
生
徒
が
減
っ
て
い
く
な

ら
ば
、
学
校
再
編
・
統
合
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
は
、
関
係
地

区
の
皆
さ
ん
と
十
分
に
協
議

を
重
ね
、
意
見
を
伺
い
な
が

ら
取
り
組
み
ま
す
。

中
学
校
は
２
校
に
な

る
の
で
す
か
？

保
護
者
と
小
中
学
校

の
先
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、
中
学
校
は
小
学
校

よ
り
も
一
斉
指
導
や
個
別
指

導
、
学
校
経
営
な
ど
の
教
育

的
観
点
を
重
視
す
べ
き
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
や

旧
町
域
を
超
え
る
こ
と
に
抵

抗
が
少
な
い
と
い
う
結
果
か

ら
、
小
学
校
は
地
域
の
核
と

し
て
の
役
割
、
中
学
校
は
教

育
的
観
点
を
重
視
す
る
と
い

う
こ
と
で
検
討
委
員
会
の
提

言
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

実
際
に
何
年
に
統
合
す
る
と

い
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。

通
学
は
ど
う
な
る
の

で
す
か
？

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の

通
学
や
路
線
バ
ス
、

Ｊ
Ｒ
の
利
用
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。地

域
自
治
協
議
会
は

小
学
校
区
単
位
で
作

っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
後
は
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③
市
防
災
計
画
の
策
定
や
市

職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
作
成
を
進
め
災
害
に
備
え

た
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
ま

す
。
 東
　
河
 　
夜
久
野
高
原
の

市
有
地
を
核
と
し
た
夜
久
野

高
原
活
性
化
構
想
を
再
度
取

り
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

回
答
　
市
有
地
を
含
め
た
今

後
の
夜
久
野
高
原
の
活
性
化

構
想
は
、
地
域
や
夜
久
野
高

原
の
土
地
の
地
権
者
の
皆
さ

ん
な
ど
の
意
向
を
元
に
、
地

域
活
性
化
の
方
向
性
を
見
出

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

 竹
　
田
 　
立
雲
峡
の
老
朽

化
し
た
休
憩
小
屋
と
ト
イ
レ

の
建
替
え
に
つ
い
て
予
算
的

な
援
助
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
　
市
は
、
立
雲
峡
も
含

め
た
市
全
体
の
観
光
資
源
の

あ
り
方
を
検
討
し
な
が
ら
、

総
合
的
か
つ
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
整
備
の
必
要
性
を

考
え
て
い
ま
す
。
国
や
県
の

財
源
で
そ
れ
ら
の
整
備
に
対

す
る
有
利
な
も
の
を
模
索
し
、

地
元
に
と
っ
て
も
で
き
る
だ

け
負
担
が
少
な
く
、
効
果
的

な
事
業
が
で
き
る
よ
う
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
対
応
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

 梁
　
瀬
 　
梁
瀬
医
療
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
①
常
勤
医
師

（
内
科
医
）
の
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

②
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
と

統
合
し
て
総
合
病
院
を
開
設

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

③
豊
岡
病
院
組
合
の
時
間
外

料
金
の
変
更
は
患
者
を
大
切

に
し
た
医
療
体
制
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

回
答
　
①
市
は
、
豊
岡
病
院

組
合
や
県
な
ど
に
対
し
て
要

望
を
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

的
な
医
師
不
足
が
発
生
し
て

い
る
現
状
で
は
、
す
ぐ
に
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
当
分
の

間
は
、
各
病
院
間
の
連
携
や

開
業
医
と
の
連
携
に
よ
る
協

力
体
制
を
強
化
し
、
少
し
で

も
病
院
機
能
の
低
下
を
防
ぐ

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
②

病
院
の
統
合
に
は
財
政
面
や

豊
岡
病
院
組
合
、
豊
岡
市
、

県
な
ど
と
の
調
整
な
ど
大
き

な
諸
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

と
も
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。
③
変
更
の
目
的

は
、
「
地
域
の
医
療
機
関
と

の
役
割
分
担
と
連
携
を
推
進

し
、
救
急
外
来
の
適
正
利
用

を
促
し
、
医
師
の
業
務
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
」と「
組

合
外
患
者
の
組
合
立
病
院
利

用
に
対
す
る
応
分
の
負
担
と

し
て
割
増
料
金
を
加
算
す
る

た
め
」
で
す
。

寺内認定こども園は但馬で初の認定こども園。
０歳児から５歳児までが歌や踊りを一緒に楽し
みます。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ
そ
の
ほ
か



ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

学
校
の
た
め
で
は
な

く
、
地
域
の
た
め
の

自
治
協
議
会
で
す
の
で
、
今

ま
で
同
様
の
取
組
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
現
在
、
生
野
小
学
校
と
奥

銀
谷
小
学
校
の
統
合
に
向
け

た
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

奥
銀
谷
地
域
自
治
協
議
会
で

も
主
体
的
に
学
校
統
合
問
題

を
協
議
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

子
育
て
支
援
の
予
算

が
少
な
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
で
す
か
？

住
宅
対
策
、
教
育
な

ど
大
変
な
予
算
を
割

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

職
員
に
よ
る
政
策
形
成
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
少
子
化
対
策

案
を
練
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
も
お

願
い
し
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
、

市
は
ど
の
よ
う
な
人

口
増
加
の
対
策
を
考
え
て
い

ま
す
か
？市

の
合
計
特
殊
出
生

率
は
１
・
６
～
１
・
７
。

国
の
平
均
が
約
１
・
３
な
の

で
、
朝
来
市
は
、
生
活
基
盤

も
整
い
、
大
変
子
育
て
し
や

す
く
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し

若
者
が
定
着
す
る
た
め
に
は

子
育
て
し
や
す
く
、
教
育
環

境
が
充
足
さ
れ
て
い
て
、
雇

用
の
場
が
十
分
に
あ
る
こ
と

が
必
要
。
市
内
で
は
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
雇
用
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
逆
に
製
造
業
の
立

地
は
、
労
働
力
が
確
保
で
き

な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
と
て

も
難
し
い
の
が
現
状
。
市
で

は
、
国
の
企
業
立
地
促
進
法

に
基
づ
い
て
、
企
業
に
進
出

し
て
も
ら
う
た
め
の
固
定
資

産
税
の
減
額
な
ど
の
奨
励
措

置
を
条
例
化
し
、
工
業
立
地

計
画
の
整
備
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
企
業
を
訪
問

し
積
極
的
に
誘
致
を
図
り
ま

す
。

財
政
的
な
面
か
ら
学

校
再
編
・
統
合
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

検
討
委
員
会
が
提
言

書
を
作
成
す
る
際
に
、

学
校
運
営
経
費
と
通
学
に
関

す
る
経
費
の
試
算
を
行
い
ま

し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通

学
す
る
か
、路
線
バ
ス
、Ｊ
Ｒ

な
ど
を
使
う
か
、
自
転
車
通

学
の
範
囲
を
広
げ
る
か
な
ど

に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
ま
す
。

例
え
ば
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通

学
を
全
部
担
う
と
す
る
と
、

む
し
ろ
統
合
し
た
場
合
の
方

が
多
く
費
用
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
財
政
面
か
ら
考
え
る
と
、

学
校
統
合
は
必
ず
し
も
メ
リ

ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、財

政
面
か
ら
統
合
・
再
編
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
最
優
先

に
考
え
る
の
は
子
ど
も
の
教

育
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
地

域
の
皆
さ
ん
の
最
終
的
な
議

論
の
結
果
を
行
政
に
提
言
し

て
い
た
だ
い
て
、
初
め
て
行

政
と
し
て
動
い
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

平成２１年１月平成２１年１月号号７
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　まちづくりフォーラムの結果から

 粟
　
鹿
 　
地
区
内
の
中
学

生
が
通
学
路
と
し
て
活
用
し

て
い
る
道
路
は
防
犯
灯
が
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

回
答
　
集
落
内
に
防
犯
灯
を

設
置
す
る
場
合
は
、
設
置
・

維
持
管
理
費
用
す
べ
て
地
元

区
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
集
落
間
に

設
置
す
る
場
合
は
、
設
置
費

用
は
市
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
場
所
の
決
定

や
維
持
管
理
と
そ
の
費
用
は

地
元
で
対
応
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
設
置
に

つ
い
て
は
市
役
所
生
活
環
境

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 与
布
土
 　
山
東
町
内
３
小

学
校
の
統
合
は
、
時
期
の
目

標
設
定
と
実
現
に
向
け
た
検

討
組
織
の
設
立
を
図
り
、
十

分
な
協
議
の
も
と
新
し
い
学

校
環
境
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
　
昨
年
３
月
に
山
東
町

区
長
会
か
ら
申
し
入
れ
が
あ

り
、
４
月
に
教
育
委
員
会
か

ら
統
合
の
手
続
き
な
ど
の
説

明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

９
月
に
同
区
長
会
か
ら
統
合

に
向
け
た
申
し
入
れ
が
あ
り

翌
　
月
に
関
係
者
と
教
育
委

１０
員
会
が
統
合
に
関
す
る
打
ち

合
わ
せ
を
実
施
。
そ
の
後
、

統
合
に
関
す
る
問
題
な
ど
を

協
議
す
る
組
織
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
協
議
方

法
で
進
め
る
か
は
今
後
の
打

ち
合
わ
せ
で
決
定
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 中
　
川
 　
市
道
物
部
伊
由

市
場
線
の
出
合
橋
か
ら
Ｊ
Ｒ

高
架
ま
で
の
道
路
は
、
交
通

量
の
割
に
狭
く
、
通
行
に
支

障
を
き
た
す
の
で
早
急
に
拡

幅
改
良
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
　
Ｊ
Ｒ
踏
切
な
ど
の
改

良
は
非
常
に
難
し
く
、
簡
単

に
拡
幅
改
良
は
で
き
な
い
の

が
現
状
。
出
合
橋
は
、
円
山

川
広
域
基
幹
河
川
改
修
事
業

な
ど
の
国
県
事
業
の
対
象
と

な
れ
ば
改
築
は
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
県
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
道
路
改
良

も
含
め
検
討
し
ま
す
。

 山
　
口
 　
市
道
山
口
校
線

の
円
山
川
に
架
か
る
瀬
戸
川

橋
の
欄
干
改
修
は
欄
干
高
が

低
く
転
落
の
可
能
性
あ
り
大

変
危
険
で
す
の
で
、
早
期
の

付
け
替
え
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
　
瀬
戸
川
橋
は
建
設
後

　
年
を
経
過
し
て
お
り
、
架

７７け
替
え
を
迫
ら
れ
て
い
る
橋

梁
で
す
。
架
け
替
え
る
と
な

る
と
多
額
の
費
用
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り

早
期
に
修
繕
で
き
る
よ
う
考

え
ま
す
。

（
生
野
・
奥
銀
谷
両
地
区
か
ら

の
課
題
要
望
事
項
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。）

小学校間の連携による特別授業（一
緒に理科のおもしろ特別授業を受け
る生野小と奥銀谷小の児童）

スクールバスを利用して登下校す
る児童（山口小）。学校の再編・統合
には通学方法も重要な検討課題

ＡＱ

ＡＱＡ

※
こ
の
ほ
か
の
質
問
や
意
見
と

　
そ
の
回
答
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
検
討
委
員
会
の
議
事

　
録
、
提
言
書
な
ど
は
既
に
掲

　
載
し
て
い
ま
す
。

ＡＱ



　
市
内
に
は
、
か
つ
て
日
本
の
近
代
化

を
支
え
て
き
た
鉱
工
業
の
歴
史
が
あ
り
、

そ
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
鉱

山
町
独
特
の
風
景
が
生
野
や
神
子
畑
な

ど
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
風
景
の
土
台
と
な
る
生
野

鉱
山
な
ど
の
近
代
化
遺
産
は
、
近
年
全

国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
見
直
さ
れ
て
き

て
お
り
、
平
成
　
年
に
は
経
済
産
業
省

１９

に
よ
っ
て
全
国
　
か
所
の
「
近
代
化
産

３３

業
遺
産
」
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
、
口
銀
谷
地
域
で
は
、
落
ち
着

い
た
町
並
み
を
生
か
し
た
 銀
谷
 祭
り
な

か

な

や

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
８
月
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
く
の
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

こ
う
し
た
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業

鉱
山
町
の
風
景
は
私
た
ち
の

大
切
な
財
産

鉱山町独特のズリ山（鉱さい堆積場※）

い

生生生生生生生生生生
野野野野野野野野野野
鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱
山山山山山山山山山山
固固固固固固固固固固
有有有有有有有有有有
のののののののののの
風風風風風風風風風風
景景景景景景景景景景

生
野
鉱
山
固
有
の
風
景
ををををををををををを
活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかか
しししししししししし
たたたたたたたたたた
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり

か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
生
野
鉱
山
は
、
初
の
官
営
モ
デ
ル
鉱
山
と
し
て
明
治
政
府
が
開
発
し

た
日
本
を
代
表
す
る
鉱
山
で
あ
り
、
我
が
国
の
産
業
経
済
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
に
残
る
鉱
山
町
の
風
景
や
近
代
化
遺
産
な
ど
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
、

地
域
再
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
広
報
で
は
、

こ
う
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

生
野
鉱
山（
右
は
明
治
９
年
、下
は
現
在
）は
、初
の

官
営
モ
デ
ル
鉱
山
と
し
て
明
治
政
府
が
開
発
し
た

我
が
国
を
代
表
す
る
鉱
山

トロッコ道と市川

※鉱山の選鉱・製錬工程で発生するスラグ（鉱さい）を水
　分と固形分とに分離し、その固形分を堆積させる施設

広報 朝朝来来 ８



遺
産
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
体
験
交
流

活
動
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
庁
は
、
自
然
と
人
の
暮
ら
し
が

作
り
上
げ
て
き
た
風
景
を
、「
文
化
的

景
観
」
と
し
て
地
域
の
社
会
環
境
の
変

化
に
応
じ
て
保
存
し
て
い
く
「
動
態
保

存
｣
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く

新
し
い
制
度
を
、
平
成
　
年
に
制
定
し

１７

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
琵
琶
湖
に
あ
る
近
江
八

幡
の
水
郷
の
風
景
、
九
州
 蕨
野
 の
棚
田

わ

ら

び

の

や
四
国
宇
和
島
市
の
段
々
畑
な
ど
全
国

で
９
か
所
が
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県

の
石
見
銀
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
際
に
も
「
文
化
的
景
観
」
と
い

う
概
念
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
、
周
辺
の
自
然
や
風
景
な
ど
も
含

め
た
地
域
全
体
を
評
価
し
、
新
し
い
価

値
を
見
出
し
な
が
ら
保
存
活
用
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、
文
化
庁
の
「
採
掘

や
製
造
な
ど
に
関
連
す
る
文
化
的
景
観

の
全
国
調
査
」
に
よ
っ
て
、
生
野
鉱
山

の
風
景
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
　
か
６６

所
が
「
重
要
地
域
」
と
し
て
選
択
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

生
野
鉱
山
な
ど
の
近
代
化
遺
産
や
文
化

的
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
近
代
化
遺
産
入
門
講
座

な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

記
録
映
像
D
V
D
「
生
野
鉱
山
」
や

「
朝
来
市
近
代
化
遺
産
調
査
報
告
書
｣

な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
国
な
ど
の
評
価
を
受
け
、
貴

重
な
近
代
化
遺
産
を
保
存
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
「
生
野
鉱
山

群
近
代
化
遺
産
保
存
活
用
基
本
方
針
」

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
の
方
針
の
中
で
生
野
鉱
山

や
神
子
畑
選
鉱
場
な
ど
を
「
日
本
を
代

表
す
る
近
代
化
モ
デ
ル
鉱
山
」
と
し
て

貴
重
な
存
在
と
位
置
付
け
、
国
県
重
要

文
化
財
の
指
定
や
重
要
文
化
的
景
観
の

選
定
を
視
野
に
入
れ
た
取
組
な
ど
に
よ

り
、
近
代
化
遺
産
、
周
辺
環
境
、
鉱
山

ま
ち
独
特
の
歴
史
文
化
を
適
切
に
保
存

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
活
動

や
住
民
生
活
に
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、

近
代
化
遺
産
で
あ
る
施
設
群
を
継
続
的

に
利
活
用
し
て
、
地
域
経
済
の
再
生
や

観
光
交
流
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、
明
治
９
年
に
建
築
さ

れ
、
俳
優
志
村
喬
な
ど
が
生
ま
れ
育
っ

た
生
野
鉱
山
官
舎
（
甲
社
宅
・
市
指
定

文
化
財
）
周
辺
を
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
（
国
庫
補
助
金
）
な
ど
を
活
用
し
て
、

平
成
　
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
修
復

２２

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
切
な
遺
産
を
引
き
継
い

で
い
く
に
は
、
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
市
で
は
、
皆
さ
ん
と
十
分
に
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
施
設
の
保
存
や
維
持

管
理
、
活
用
な
ど
に
つ
い
て
連
携
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
で
は
、

生
野
鉱
山
が
は
ぐ
く
ん
で
き
た
産
業
シ

ス
テ
ム
や
鉱
業
技
術
な
ど
を
引
き
継
い

で
、
ス
ズ
の
精
錬
を
は
じ
め
、
半
導
体

製
造
や
エ
コ
･
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど

の
操
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
産
業
城
下
町
と
し
て
そ
の
営
み
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
や
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
鉱
工
業
の
推

進
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
気
付
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
鉱
山

町
独
特
の
風
景
や
近
代
化
遺
産
を
「
ま

ち
の
輝
き
を
再
び
取
り
戻
す
た
め
の
資

源
」
と
し
て
見
直
し
て
い
く
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「
文
化
的
景
観
」
と
し
て
、
生

野
鉱
山
を
重
要
地
域
に
選
択

地
域
全
体
を
ま
る
ご
と「
博

物
館
」に
位
置
付
け

近代化遺産シンポジウム（平成２０年３
月１日。生野マインホール）

鉱山町のにぎわいを再現する銀谷祭り

■
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
６
７
７
―
２
１
１
６

「
生
野
鉱
山
群
近
代
化
遺
産
 保

存
活
用
基
本
方
針
」は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

産
業
城
下
町
と
し
て
企
業
と

と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
を

平成２１年１月平成２１年１月号号９



　
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
モ
デ

ル
鉱
山
と
し
て
、今
、生
野
鉱
山
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、実
は
生

野
鉱
山
は
も
っ
と
古
い
歴
史
を

持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
古
い
歴
史

を
証
明
す
る
ひ
と
つ
の「
モ
ノ
…

考
古
資
料
」を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
、山
か
ら
採
掘
し
た
鉱

石
を「
粗
割
り
」し
た
次
の
段
階
で

行
わ
れ
る「
粉
砕
」工
程
に
用
い
ら

れ
る
道
具「
石
 臼
 」で
す
。

う

す

　
そ
も
そ
も
但
馬
に
は
、
生
野
鉱

山
だ
け
で
な
く
、養
父
市
に
存
在

す
る
明
延
鉱
山
・
中
瀬
鉱
山
、
ま
た

阿
瀬
鉱
山
・
竹
野
鉱
山（
豊
岡
市
）

な
ど
が
主
要
な
鉱
山
と
し
て
存
在

し
、中
世
か
ら
地
域
領
主
に
よ
っ

て
掌
握
管
理
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
に

限
っ
て
言
え
ば
、和
田
山
町
の
竹

ノ
内
区
な
ど
に
も
鉱
山
が
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
に
紹
介
す
る
鉱
山
臼

は
、生
野
だ
け
で
な
く
、こ
の
竹
ノ

内
鉱
山
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
粉
砕
工
程
に
用
い
ら
れ
る
鉱
山

臼
は
、現
在
ま
で
の
研
究
で
は
 搗
 
つ

き
臼
・
 磨
 り
臼
・
回
転
式
磨
り
臼
の

す

３
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
転
式
磨
り
臼
に
は
さ
ら
に
粗
割

り
し
た
鉱
石
を
投
入
す
る
穴
で
あ

る
供
給
孔
と
臼
を
回
転
さ
せ
る
た

め
の
軸
を
受
け
る
穴
が
同
一
の
も

の
と
、別
々
の
も
の
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。供
給
孔
と
軸
が
同
一

で
、軸
受
け
穴
の
あ
る
も
の
は
、そ

の
構
造
上
、ど
う
し
て
も
片
減
り

と
磨
面
の
形
態
変
化
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。そ
の
欠
点
を
解
決

す
る
策
と
し
て
軸
を
臼
の
中
心
に

固
定
さ
せ
る
た
め
、改
良
が
施
さ

れ
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
改
良
時

「鉱「鉱山山臼 臼 」」
うす

考古資考古資料料

第１４回

生野代官所跡関連遺跡の発掘調査
で発見された搗き臼（埋蔵文化財セ
ンター蔵）

　
和
田
山
町
竹
ノ
内
と
豊
岡
市
但
東

町
と
を
結
ぶ
林
道
「
床
尾
線
」
が
開

通
し
、　

月
　
日
に
道
路
の
中
間
地

１１

１９

点
と
な
る
但
東
町
西
谷
で
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
林
道
は
、
市
道
和
田
竹
ノ
内

線
を
起
点
に
東
床
尾
山
と
鉄
鈷
山
を

結
ぶ
尾
根
を
経
由
し
て
、
豊
岡
市
但

東
町
出
合
市
場
地
内
の
県
道
但
東
夜

久
野
線
を
終
点
と
す
る
総
延
長
　
・
１４

２
５
３
㌔
、
幅
約
４
㍍
の
道
路
で
総

事
業
費
は
約
　
億
円
。
旧
和
田
山
町

２７

が
昭
和
　
年
度
に
着
手
し
、
そ
の
後

５３

は
県
が
「
過
疎
地
域
県
代
行
林
道
」

と
し
て
平
成
２
年
度
か
ら
は
但
東
町

側
、
平
成
４
年
度
か
ら
は
和
田
山
町

側
で
整
備
に
着
手
し
、　

年
の
歳
月

３１

を
経
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
地
元
糸
井
地
区
の
区
長

ら
関
係
者
約
　
人
が
出
席
。
開
通
記

９０

念
碑
の
除
幕
や
植
樹
を
行
い
、
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。

年
越
し
に
林
道「
床
尾
線
」が
開
通

　３３１１
　
　
月
１
日
か
ら
　
日
ま
で
の
期
間
、

１２

１０

「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
は
　
月
１
日
と
２
日
の

１２

両
日
、
市
内
２
か
所
で
「
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
月
１
日
は
、
道
の
駅
あ
さ
ご
情

１２
報
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
朝
来
警
察
署

や
生
野
朝
来
地
区
交
通
安
全
協
会
な

ど
関
係
者
約
　
人
が
交
通
安
全
グ
ッ

２０

ズ
と
「
運
転
を
 ね
ぎ
 ら
う
」
と
い
う

・

 

・

気
持
ち
を
込
め
て
市
特
産
の
岩
津
ね

ぎ
を
配
り
、「
安
全
運
転
を
」
と
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

津
ね
ぎ
で
運
転
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

●

 

●

岩岩

岩津ねぎを配って運転の労をねぎらい、
安全運転を呼びかける関係者開通記念の植樹を行う井上市長（右）ら

広報 朝朝来来 １０



市政フラッシ市政フラッシュュ

期
は
戦
国
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時

代
初
期（
　
世
紀
末
か
ら
　
世
紀

１６

１７

初
頭
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
鉱
山
臼
は
、生

野
代
官
所
跡
関
連
遺
跡
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
搗
き
臼
１
点
を
除

い
て
す
べ
て
回
転
式
磨
り
臼
で
、

供
給
孔
と
軸
受
け
を
兼
用
と
す
る

特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、形
態
上

か
ら
見
れ
ば
、相
対
的
に
古
相
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
生
野
鉱
山
で
発
見
さ
れ
た
回
転

式
磨
り
臼
は
、生
野
鉱
山
の
本
格

的
な
採
掘
が
始
ま
っ
た
戦
国
時
代

（
天
文
　
年
・
１
５
４
２
）の
こ
ろ

１１

の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ

と
同
様
の
特
徴
を
も
っ
た
も
の
が

竹
ノ
内
鉱
山
か
ら
も
出
土
し
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
竹
ノ
内
鉱

山
も
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

期
の
開
坑
と
考
え
れ
ら
ま
す
。

　
太
田
垣
氏
と
生
野
鉱
山
、八
木

氏
と
中
瀬
鉱
山
、
あ
る
い
は
垣
屋

氏
と
阿
瀬
鉱
山
・
竹
野
鉱
山
、
ま
た
、

生
野
鉱
山
を
め
ぐ
る
織
田
、豊
臣
、

徳
川
氏
支
配
な
ど
、戦
国
時
代
の

地
域
領
主
や
、近
世
初
期
以
降
の

為
政
者
と
鉱
山
は
、と
て
も
深
い

関
係
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
、

中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の

地
域
史
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
も
、
今
回
紹
介
し
た
鉱
山

臼
は
非
常
に
重
要
な
遺
物
な
の
で

す
。

　
現
在
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
の
鉱
山

臼
。中
央
に
穴
が
開
い
て
い
る
こ

と
か
ら
物
干
し
の
台
石
に
使
わ
れ

た
り
、庭
石
に
転
用
さ
れ
た
り
し

て

い

る

こ

の

遺

物

で

す

が
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
皆
さ
ん
の
お
宅

で
も
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

生野鉱山で発見された回転臼（生野
書院蔵）

　
市
は
　
月
　
日
、
あ
さ
ご
・
さ
さ

１１

２２

ゆ
り
ホ
ー
ル
で
「
朝
来
市
自
治
基
本

条
例
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
自
治
基
本
条
例
と
は
、
朝
来
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
最
高
規
範
で
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
。

第
２
次
分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
検
討

懇
話
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
　１９

年
度
か
ら
素
案
の
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
懇
話
会
委
員

長
で
も
あ
る
帝
塚
山
大
学
大
学
院
の

中
川
幾
郎
教
授
の
「
自
治
基
本
条
例

制
定
の
意
義
と
役
割
」
と
題
し
た
基

調
講
演
の
後
、
懇
話
会
委
員
が
条
例

案
と
市
民
憲
章
案
に
つ
い
て
説
明
。

さ
ら
に
会
場
の
参
加
者
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

市市
　
市
は
　
月
　
日
、市
役
所
朝
来
庁

１１

３０

舎
前
で
消
防
団
へ
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
引
渡
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
新
鋭
の
積
載
車
を
引
き
渡
さ
れ

た
の
は
、朝
来
支
団
第
１
分
団
と
第

５
分
団
。両
分
団
の
積
載
車
は
　
年
２１

と
い
う
長
期
利
用
に
よ
る
劣
化
が
激

し
く
、今
回
の
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、井
上
市
長
が「
こ
の
積
載

車
を
地
域
の
防
火
・
防
災
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
た
後
、両

分
団
に
新
車
両
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。メ
ー
カ
ー
か
ら
説
明
を
聞
い
た

両
分
団
の
団
員
は
早
速
、操
作
方
法

な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

域
の
安
全
力
強
化
の
た
め
に
消
防
車
両
を
更
新

地地

フォーラムのようす。なお、現在条例案
に対する皆さんの意見を募集していま
す。（詳しくは１６ページ）

竹ノ内鉱山で発見された回転臼（和
田山郷土歴史館蔵）

更新に伴う事業費は約９９３万円

平成２１年１月平成２１年１月号号１１
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市
は
　
月
　
日
、
あ
さ
ご
芸
術
の

１１

２２

森
美
術
館
で
「
第
４
回
全
国
こ
ど
も

絵
画
選
抜
展
」
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
選
抜
展
は
、
全
国
の
こ
ど
も
た
ち

の
作
品
を
公
募
し
、
優
秀
な
作
品
を

展
示
、
収
蔵
し
て
、
次
代
を
担
う
こ

ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
今

後
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国

各
地
か
ら
約
１
千
２
百
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

生
野
小
学
校
４
年
の
松
本
太
一
君
の

作
品
「
祭
り
だ
！
」
が
最
優
秀
賞
の

一
つ
「
ふ
る
さ
と
大
賞
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

元
気
な
作
品
１
千
２
百
点
の
大
賞
決
ま

元
気
な
作
品
１
千
２
百
点
の
大
賞
決
ま
るる

　
山
東
体
育
指
導
委
員
会
主
催
の

「
親
子
健
康
教
室
」
が
　
月
７
日
、
山

１２

東
体
育
館
で
行
わ
れ
、
市
内
の
親
子

連
れ
　
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

１０

　
こ
れ
は
、
運
動
を
通
し
て
親
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
深
め
る
と
と
も
に
、

遊
び
な
が
ら
体
を
動
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
好
き
な
子
ど
も
に
育
て
よ
う
と
、

同
委
員
会
が
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
今
年
で
２
回
目
。
参
加
者
は
、

親
子
体
操
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
鬼
ご
っ

こ
な
ど「
走
る
、
投
げ
る
、跳
ぶ
」と

い
っ
た
運
動
に
親
子
で
楽
し
く
取
り

組
み
ま
し
た
。

親
子
で
運
動
、
い
い
汗
か
い
た
ね

親
子
で
運
動
、
い
い
汗
か
い
た
ね
！！

親子で追いかけっこを楽しむ参加者

　
市
は
　
月
６
日
か
ら
、
あ
さ
ご
芸

１２

術
の
森
美
術
館
で
「
ア
ー
ト
 干
支
 展
」

え
と

を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、
平
成
　
年
の
干

２１

支
「
ウ
シ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
。

県
内
を
中
心
に
全
国
各
地
の
　
人
の

３７

作
家
が
、
絵
画
や
書
な
ど
の
平
面
作

品
か
ら
、
陶
芸
や
木
彫
、
ク
ラ
フ
ト

な
ど
の
立
体
作
品
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
や
表
現
で
で
き
た
作
品
約
百

　
点
を
出
品
し
ま
し
た
。
同
作
品
展

２０を
訪
れ
た
来
場
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表

情
の
違
う
た
く
さ
ん
の
ウ
シ
た
ち
を

見
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

芸
術
の
森
に
い
ろ
ん
な「
ウ
シ
」が
大
集

芸
術
の
森
に
い
ろ
ん
な「
ウ
シ
」が
大
集
合合

　
朝
来
警
察
署
と
県
警
交
通
企
画
課

に
よ
る
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通

安
全
教
育
隊
「
ス
タ
ウ
ス
」
は
　
月
１２

５
日
、
市
内
２
か
所
で
高
齢
者
向
け

交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

同
教
室
に
は
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
生
野
支
部
の
会
員
　
人
が
参
加
。

５６

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
映
像
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
し
て
道
路
横
断
の

模
擬
体
験
を
行
う
装
置
を
使
い
、
参

加
者
は
実
際
に
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
を

歩
い
て
、
道
路
横
断
の
際
の
注
意
点

な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

な
く
そ
う
、高
齢
者
の
交
通
事

な
く
そ
う
、高
齢
者
の
交
通
事
故故

木箱の中に寄り集まったウシがさまざまなポーズ

をとる三輪陽子さん（加古川市）の作品「ギュー

ギュー詰め」。作品は２月１日まで公開中。

刻々と変わる車の動きをスクリーンで見ながら、道

路を横断する参加者

最優秀賞「ふるさと大賞」の作品「祭り
だ！」と松本太一君

広報 朝朝来来 １２
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与
布
土
地
域
自
治
協
議
会
は
　
月
１１

　
日
か
ら
　
月
７
日
ま
で
、「
第
１

２４

１２

回
か
か
し
祭
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
た
も
の
や
「
く
い
だ
お
れ
太
郎
」、

「
オ
バ
マ
次
期
ア
メ
リ
カ
大
統
領
」
な

ど
と
い
っ
た
有
名
人
も
登
場
。
趣
向

を
凝
ら
し
た
　
体
の
手
作
り
か
か
し

３０

が
、
よ
ふ
ど
温
泉
周
辺
や
市
道
沿
い

に
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
　

月
１１

　
日
に
は
審
査
会
が
開
か
れ
、
最
優

２７秀
賞
に
は
、
農
作
業
の
合
間
に
休
憩

す
る
夫
婦
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
西
川
君

枝
さ
ん（
森
区
）
の「
チ
ョ
ッ
ト
一

服
！
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し

体
が
勢
ぞ
ろ

ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
　
体
が
勢
ぞ
ろ
いい

3030

　
朝
来
町
商
工
会
は
　
月
　
日
、
道

１１

２３

の
駅
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ
さ
ご
で
市
の
特

産
「
岩
津
ね
ぎ
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、高
さ
約

２
・
５
㍍
、直
径
約
　
㌢
の
強
化
プ
ラ

３０

ス
チ
ッ
ク
製
。岩
津
ね
ぎ
を
大
い
に

P
R
し
て
い
こ
う
と
同
商
工
会
が
設

置
し
た
も
の
で
す
。ま
た
、同
道
の
駅

は
、　
月
　
日
の
岩
津
ね
ぎ
の
出
荷

１１

２２

の
解
禁
に
合
わ
せ
て「
岩
津
ね
ぎ
祭

り
」を
開
催
。岩
津
ね
ぎ
の
天
ぷ
ら
の

試
食
会
な
ど
に
は
、旬
の
味
覚
を
求

め
る
人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

岩
津
ね
ぎ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
お
目
見

岩
津
ね
ぎ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
お
目
見
ええ

除幕式で披露された岩津ねぎのモニュメント

市長賞（最優秀賞）を受賞した西川さん
（森区）の作品「チョット一服！」を鑑賞す
る温泉客ら

　
声
楽
家
の
須
藤
由
里
さ
ん
と
羽
渕

浩
樹
さ
ん
が
、　

月
　
日
～
　
日
、

１２

１０

１２

　
日
の
４
日
間
、
市
内
の
６
つ
の
小

１９中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、　

月
　
日
に
あ
さ
ご
・

１２

２１

さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ｏ
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
２
０
０
８
」

の
本
番
を
前
に
実
施
し
た
も
の
。　１１

日
に
訪
問
し
た
糸
井
小
学
校
で
は
、

２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
百
　
人
の

３０

児
童
が
プ
ロ
の
歌
声
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
り
、
一
緒
に
楽
し
く
歌
を

歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

間
近
で
聴
く
プ
ロ
の
歌
声
に
大
満

間
近
で
聴
く
プ
ロ
の
歌
声
に
大
満
足足

羽渕さんにアドバイスを受け、一緒に歌う児童

　
　
月
５
日
、
三
保
区
で
松
く
い
虫

１２
の
被
害
に
強
い
と
さ
れ
る
「
ひ
ょ
う

ご
元
気
松
」
の
植
樹
活
動
が
行
わ
れ
、

同
区
の
住
民
ら
約
　
人
が
参
加
し
ま

２０

し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
同
区
が
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
生
息
で
き
る
農
地
環
境
を
目
指

し
て「
コ
ウ
ノ
ト
リ
 育
 む
農
法
」に
取

は
ぐ
く

り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
木
を
育
て
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
。
参
加
者
は
植
栽

の
説
明
を
聞
い
た
後
、
ス
コ
ッ
プ
を

手
に
１
本
ず
つ
丁
寧
に
苗
木
を
植
え

付
け
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
い
降
り
る
里
を
目
指
し
て
植

コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
い
降
り
る
里
を
目
指
し
て
植
樹樹

将来コウノトリが巣を作ってくれることを願って、

「ひょうご元気松」を植樹する参加者

平成２１年１月平成２１年１月号号１３



　
大
蔵
小
５
・
６
年
生
の
児
童
　
人
６８

は
　
月
　
日
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

１１

２８

主
催
の「
夢
の
教
室
」の
特
別
授
業
を

受
け
ま
し
た
。

　
同
校
を
訪
れ
た
の
は
、
神
戸
市
を

拠
点
に
す
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
な
で
し

こ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
「
ア
イ
ナ
ッ
ク
・

レ
オ
ネ
ッ
サ
」
の
中
心
選
手
４
人
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
原

歩
選
手
ら
３
人
が
先
生
役
を
務
め
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
、
体
育
館
で
簡

単
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、
教
室

に
移
動
。
選
手
の
体
験
談
を
聞
き
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
や
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
、
仲
間
や
家
族
の

大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
僕
ら
の
先
生

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
僕
ら
の
先
生
！！

　
少
年
野
球
の
レ
ベ
ル
向
上
と
野
球

に
取
り
組
む
プ
ロ
の
姿
勢
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、　

月
　
日
、
生
野
小

１１

２３

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
オ
リ
ッ
ク
ス
・

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
塩
崎
選
手
の
野
球

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
の
少
年
野
球
４

チ
ー
ム
の
部
員
約
　
人
が
参
加
。
塩

６０

崎
選
手
と
一
緒
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
守
備

や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
実
践
的
な

指
導
を
受
け
、
基
本
プ
レ
ー
の
大
切

さ
と
プ
ロ
の
選
手
の
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

プ
ロ
野
球
選
手
の
技
術
を
学

プ
ロ
野
球
選
手
の
技
術
を
学
ぶぶ

塩崎選手の話に熱心に聞き入る子どもたち

　
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
　
月
８
日
、
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

１１
ホ
ー
ル
で
　
回
目
と
な
る
定
期
演
奏

１６

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
、
現
在
小

学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
　
人
が
所
属
。

７１

週
２
回
の
練
習
で
腕
を
磨
き
、
定
期

演
奏
会
の
ほ
か
、
県
交
響
音
楽
祭
や

市
学
校
音
楽
祭
な
ど
に
出
演
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
定
期
演
奏
会
に
は
団
員
　６４

人
が
参
加
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響

曲
第
７
番
な
ど
４
曲
を
披
露
し
、
聴

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

会
場
に
響
き
渡

会
場
に
響
き
渡
るる
華
麗
な
演
奏

華
麗
な
演
奏

　「
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
　
月
８
日
と
９
日
の

１１

両
日
、朝
来
福
祉
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、各
講
座
や
人
権
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、

大
正
琴
の
発
表
、和
太
鼓
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
た
こ
焼
き
な
ど
の

バ
ザ
ー
、地
元
農
作
物
の
販
売
が
行

わ
れ
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
で
　１３

回
目
。交
流
講
座
の
講
座
生
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

交
流
の
輪
広
げ
る
ふ
れ
あ
い
の
祭

交
流
の
輪
広
げ
る
ふ
れ
あ
い
の
祭
典典

すばらしい演奏を披露する団員ら。演奏後には、聴

衆から大きな拍手を受けました。

ゲームを通して原選手（左）と直接触れ合
う児童たち

広報 朝朝来来 １４

着付講座の発表
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乙
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怪

怪

悔

悔
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壊
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壊
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Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

　
生
野
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド

実
行
委
員
会
 は
　
月
　
日
、
今
年
で

１１

２９

８
回
目
と
な
る
点
灯
式
を
生
野
マ
イ

ン
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　
同
ホ
ー
ル
前
や
生
野
小
学
校
周
辺

約
５
百
㍍
の
区
間
な
ど
に
設
置
さ
れ

た
電
球
約
５
万
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
一
斉
に
点
灯
さ
れ
る
と
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
ホ
ー
ル
ロ

ビ
ー
で
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
ミ
ニ
ハ
ー
プ

の
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
聴
衆
は
美
し

い
音
色
と
屋
外
の
幻
想
的
な
景
色
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
ち
を
彩

き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
ち
を
彩
るる通りを飾る電飾が行き交う人々の目を楽しませて

くれます。（点灯期間は、１月４までの１７時～２２時）

　
世
界
を
舞
台
に
活
動
し
て
い
る

「
兵
庫
稲
美
少
年
少
女
合
唱
団
」
の
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
　
月
　
日
、

１２

１３

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
今
年
で
５
回
目
と
な
る
同
コ
ン

サ
ー
ト
を
指
揮
す
る
の
は
、
生
野
６

区
出
身
の
椿
野
伸
仁
さ
ん
。
同
美
術

館
の
音
響
に
魅
せ
ら
れ
て
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
団
員
　
人
の
皆

３２

さ
ん
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

曲
な
ど
　
曲
を
披
露
。
聴
衆
の
耳
を

１６

く
ぎ
づ
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

天
使
の
歌
声
が
美
術
館
に
こ
だ

天
使
の
歌
声
が
美
術
館
に
こ
だ
まま

　表　彰　

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

善意に感謝します

和田山町出身の吉村悦子さんが
市へ彫型画を寄贈

　
市
は
　
月
１
日
、
和
田

１２

山
町
寺
内
出
身
で
三
重
県

鈴
鹿
市
在
住
の
彫
型
画
作

家
の
吉
村
悦
子
さ
ん
か
ら
、

「
そ
し
て
未
来
へ
」「
愛
の

バ
ラ
ー
ド
」
の
２

作
品
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。

　
吉
村
さ
ん
は
、

鈴
鹿
市
の
伝
統
工

芸
「
伊
勢
型
紙
」

の
技
術
を
応
用
し

た
「
彫
型
画
」
の

作
家
。　

月
　
日

１１

２５

か
ら
　
日
ま
で
の

２８

４
日
間
、
和
田
山

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
で
は

初
と
な
る
個
展
に
は
、
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し

た
。

作品「そして未来へ」を背に感謝状を手
にする吉村さん（左）と井上市長

天野智さん
（市場区）

　
永
年
、薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
と
し
て
、
市
内
は
も
と

よ
り
但
馬
地
方
全
域
の
小
・

中
学
校
や
高
校
で
、
薬
物
乱

用
防
止
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
薬
物
乱
用
を
許

さ
な
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
。

現
在
は
但
馬
地
域
の
同
指
導

員
連
絡
協
議
会
の
理
事
と
し

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
知
事
感
謝
表
彰

松本 功さん、松本由子さん
（立野区）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
あ
さ
が
お
ホ
ー
ル
」や
福
祉

施
設「
や
ま
び
こ
作
業
所
」
な

ど
で
、
永
年
に
わ
た
り
、
夫

婦
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
の
じ
ぎ
く
賞

平成２１年１月平成２１年１月号号１５

美しい歌声を披露する兵庫稲美少年少女合唱団



　
市
は
、
平
成
　
年
成
人

２１

式
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
　
日
　

１１

（日）

▽
場
所
　
和
田
山
ジ
ュ
ピ

　
タ
ー
ホ
ー
ル

▽
対
象
者
　
昭
和
　
年
４

６３

　
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
人
権
推
進
共
同
参
画

　
課
　
緯
６
７
２－

６
１
２
２

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
（
ま
ち
づ
く
り

を
支
え
る
市
民
、議
会
、行

政
の
役
割
と
責
務
、
参
画

協
働
の
仕
組
み
や
市
政
運

営
の
あ
り
方
等
）
を
定
め

た
「
朝
来
市
自
治
基
本
条

例
」
を
制
定
す
る
に
当
た

り
、
こ
の
条
例
を
よ
り
よ

い
も
の
と
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

・
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

　
す
る
人
又
は
市
内
に
事

　
業
所
を
有
す
る
人

・
市
内
で
活
動
し
て
い
る

　
団
体

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す

　
る
人

▽
募
集
期
間
　
１
月
　
日
２３

　
　
ま
で

（金）
▽
案
の
閲
覧
・
配
布
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推

　
進
課

・
各
支
所
地
域
振
興
課

▽
提
出
方
法
　
郵
便
／
持

　
参
／
フ
ァ
ッ
ク
ス
／
電

　
子
メ
ー
ル

※
所
定
の
様
式
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
緯
６
７
２－

６
１
３
７

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
６
７
２
―
４
０
４
１

　
電
子
メ
ー
ル

 

m
a
c
h
izu
k
u
ri
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但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く

（財）
り
協
会
は
、
第
３
回
但
馬

検
定
受
験
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。（
但
馬
検
定
テ
キ

ス
ト
ブ
ッ
ク
「
ザ
・
た
じ

ま
」
最
新
刊
も
販
売
中
。

同
協
会
や
市
役
所
企
画
政

策
課
で
購
入
で
き
ま
す
。）

▽
試
験
日
時
　
３
月
　
日
１５

　
　
　
時
　
分
か
ら

（日）
１３

３０

▽
試
験
会
場
　
じ
ば
さ
ん

　
T
A
J
I
M
A
ほ
か

▽
申
込
期
限
　
２
月
　
日
２７

　
　
ま
で

（金）
▽
試
験
区
分
　
１
級
・
２

　
級
・
３
級

▽
申
込
方
法
　
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
指
定
の
振
込
用
紙
に
よ

　
り
受
験
料
１
千
円
を
郵

　
便
振
込
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
配
布
場
所
・
　（財）

　
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
協
会
・
市
役
所
企
画
政

　
策
課

▽
合
格
発
表
　
３
月
下
旬

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

日時：１月２５日（日）８：３０～１２：００

場所：道の駅「但馬のまほろば」　☎６７６－５１２１

採れたて新鮮野菜、

味噌や佃煮・漬物

などが満載！！

一般道からも利用できます！

産 直 の 会

道の駅「但馬のまほろば」 「朝市」

《国民健康保険退職者医療制《国民健康保険退職者医療制度度》》

■問い合わせ　市役所市民課　☎６７２－６１２０

◇会社などを退職して国保に加入し、年金を受けられる人で、「６５

　歳未満の人」「厚生年金や各種共済年金などの年金を受けられる

　人で、その加入期間が２０年以上又は４０歳以降に１０年以上ある

　人」の両方の要件に当てはまる人は、「退職者医療制度」で医療を

　受けることになります。

◇退職被保険者に生計を維持されている同世帯の人で、「退職被保

　険者の３親等以内の親族等であって、同世帯で６５歳未満の国保

　に加入している人」「年間の収入が１３０万円(６０歳以上の人や障

　害者は１８０万円)未満の人」の両方の要件に当てはまる人は、「退

　職被扶養者」となります。

　退職被保険者又は退職被扶養者に該当すると思われる人には、

市役所から連絡をすることがありますので、届出をお願いします。

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

平
成
　
年
朝
来
市
成
人
式

２１募

集

 
募

集
 
 

第
３
回
但
馬
検
定
受
験
者

第第３３１１回回

広報 朝朝来来 １６

朝
来
市
自
治
基
本
条
例

（
案
）に
対
す
る
意
見

ばばろろひひのの国国 保保



　
※
合
格
者
に
は
認
定
書

　
と
認
定
バ
ッ
ジ
を
贈
呈

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
　
但
（財）

　
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協

　
会
　
緯
０
７
９
６
―
２
４
―
２
２
４
７

　
市
は
、
朝
来
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
「
ウ
ィ
ズ

プ
ラ
ン
」
の
進
ち
ょ
く
状

況
の
調
査
及
び
評
価
、
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
の

た
め
に
必
要
な
諸
施
策
の

調
査
研
究
等
の
た
め
、
朝

来
市
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
市
内
在
住

　
の
　
歳
以
上
の
人
。（
す

２０

　
で
に
朝
来
市
男
女
共
同

　
参
画
推
進
委
員
に
委
嘱

　
さ
れ
て
い
る
人
は
応
募

　
で
き
ま
せ
ん
。）

▽
募
集
人
数
　
４
人
以
内

▽
任
期
　
２
年

▽
応
募
方
法
　
申
込
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
市
役
所
人
権
推
進
共
同

　
参
画
課
ま
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

　
は
、
市
役
所
人
権
推
進

　
共
同
参
画
課
、
各
支
所

　
地
域
振
興
課
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
。

▽
応
募
締
切
　
１
月
　
日
３０

　
　（金）

▽
そ
の
他
　
応
募
者
多
数

　
の
場
合
は
、
別
途
選
考

　
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
人
権
推
進
共
同

　
参
画
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
２

税
１月の税
個人市民（県民）税　４期
国民健康保険税　　７期

納期　２月２日（月）まで

１月の税

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。
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■問い合わせ

　農業委員会事務局（市役所農業振興課）

　☎６７２－２７７４

農業委員会からのお知らせ
農地を無断で転用していませんか農地を無断で転用していませんか？？　～許可なく転用したら厳しい罰則!!～

　　農地を転用する場合は許可が必要です。許可を受けずに行った農地の

　転用行為は農地法違反となり、権利取得の効力が生じないだけでなく、県

　知事が工事を中止させ、原状回復等の命令がなされる場合があります。ま

　た、農業委員会では、定期的に農地パトロールを実施しており、無断転用

　と思われる場合は、事情を聞くことがあります。

　　農地を転用しようとする場合は、お近くの農業委員又は農業委員会へ

　相談してください。

農業相談農業相談会会　農業委員会では、毎月、農業委員による農業相談会を開催し
　ています。高齢で耕作できないがどうすればよいか、規模拡大をしたいが

　農地を借りることはできるか、だれかに農地を貸したいがどうすればよ

●１～３月の実施予定

場　所日　付

市役所生野庁舎２階研修室１月２９日（木）

市役所南庁舎１階会議室２月２５日（水）

市役所山東庁舎１階会議室３月２６日（木）

（時間：１３時３０分～１６時）

　いか？など、農業に関することなら、

　何でもお気軽に相談してください。

　事前に予約が必要ですので農業委員

　会事務局まで連絡してください。相

　談日に都合が悪い場合は別途相談を

　受け付けます。

農業委員会委員選挙人名簿の登載申農業委員会委員選挙人名簿の登載申請請　現在、農事部長さんを通じて農
　業委員会委員選挙人名簿の登載申請書の提出をお願いしています。これ

　は、農業委員会等に関する法律施行令第３条の規定により、毎年１月１日

　現在で選挙権を有する人は申請書を農業委員会を経由し市選挙管理委員

　会に提出することになっているためです。農業委員会委員選挙人名簿に

　登載されていないと、選挙による農業委員の選挙権及び被選挙権を有し

　ませんので、申請漏れのないよう注意してください。

選挙権の要件　市内に住所がある年齢２０歳以上の人で、１０㌃以上の農地で

　耕作の業務を営む人又はその同居の親族・配偶者で年間６０日以上耕作に

　従事している人

安心して貸し借りできる農地の利用権設安心して貸し借りできる農地の利用権設定定　利用権設定とは、貸し手
　と借り手とで決めた期間で貸借関係を終了させ、期間が満了すれば、必

　ず農地を返してもらえるという制度です。

　貸し手のメリット…貸すときは農地法（３条）の許可はいりません。

　　　　　　　　　　貸付期間が満了すれば自動的に返してもらえます。

　借り手のメリット…借りるときは農地法（３条）の許可はいりません。

　　　　　　　　　　農業経営を拡大したい人は、計画的に借りられます。

農政の動きを知り経営に役立てる「全国農業新聞」

●地方版で身近なニュースも掲載

●毎週金曜日発行

●購読料：毎月６００円（税込）
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■問い合わせ　市役所健康課　☎６７２－５２６９◆◆献血にご協力を◆◆

場 所日 時

東河地区市民会館（午前）・糸井地区市民会館（午後）９時３０分～１１時３０分／１３時３０分～１５時１月１９日（月）

朝来商工会館１０時～１１時／１２時３０分～１５時１月２１日（水）

生野保健センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時１月２３日（金）
※４００ｍｌ献血へのご協力をお願いします。
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　平成２０年中に次のいずれかを支払った人は、２月２日（月）までに給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計

表を提出することになっています。

法定調書の提出期限は、
　　　　　　　　　です２月２日（月）

税務
署か
ら

のお
しら
せ インターネットを利用して法定調書の提

出ができる国税電子申告・納税システム

（e-Ｔax）が大変便利です！！

①給与等②退職手当等③報酬、料金等④不動産の使用料等⑤不動産等の譲受けの対価⑥不動産販売等のあっせん手数料

　また、国税電子申告・納税システム（e-Ｔax）を利用すると、自宅やオフィスからインターネットを通じて法定

調書等を税務署に提出することができます。パソコンの画面に表示される法定調書等の様式に必要事項を入

力するだけで、法定調書や法定調書合計表が簡単に作成できる上に、支払者の氏名や住所等があらかじめ画

面に表示されるので、入力の手間も省くことができます。

　詳しくは、和田山税務署個人課税部門までお問い合わせください。

　※国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）では、税に関するさまざまな情報を提供しています。法定調

　書の様式や質疑応答事例も掲載しています。 ■問い合わせ　和田山税務署総務課 ☎６７２－３１７１
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広報 朝朝来来 １８
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ホール・美術館の催し

☎６７６－４５８７　休 月曜日（月曜日が祝日の場合開館）

●詳細は各施設で確認してください

アート干支展　期間：２月１日（日）まで※１月４日までは休館

干支絵手紙コンクール展　期間：１月６日（火）～２月１日（日）

あさご芸術の森美術館

全国こども絵画選抜展優秀作品巡回展　期間：１月７日（水）～１月１８日（日）

美術の授業４ 　期間：１月２２日(木）～２月１日（日）

ヒメハナ公園展示会

入館料　大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

第１７回ジュピターホール歌謡祭　前売券好評発売中  　《全席指定》

公演日：１月２５日（日）／開演：１３時３０分／料金８００円（当日割増なし）※友の会

会員は７００円（２枚まで）

【決勝大会出場者】　　　　　　　　　　（５０音順（左上から右下向きに）・敬称略）

和田山ジュピターホール ☎６７２－１０００　休 月曜日（月曜日が祝日の場合その翌日）

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

県警なんでも相談
０７８－３６１－２１１０

少年相談窓口
０１２０－７８６－１０９

ストーカー・DV相談電話
０７８－３７１－７８３０

暴力１１０番ヤクザゼロ
０１２０－２０－８９３０

被害者こころの電話
０１２０－３３８－２７４

松本修平（朝来市）西山さなえ（綾部市）中島　敏（守山市）高松早苗（茨木市）北山多佳子（福崎町）芦田幸子（福知山市）

森崎郁恵（神戸市）野崎保実（朝来市）仲野久美子（舞鶴市）高松英雄（茨木市）久保　純（加古川市）岩崎幸子（香美町）

森田マユミ（豊岡市）羽渕正元（朝来市）中村恭子（香美町）田中恵美（福知山市）小谷　慎（香美町）岡田晴彦（朝来市）

山本早苗（豊岡市）藤本　愛（朝来市）納谷ひとみ（舞鶴市）徳綱京子（豊岡市）坂本かず子（養父市）金山ゆい（朝来市）

山本八重子（養父市）藤本きよゑ（西脇市）錦見智恵美（豊岡市）永井たかと（朝来市）髙畑むつみ（京丹波町）金原瑠美（養父市）

第１３回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート　《全席自由》

公演日：２月１１日（水）／開演：１３時３０分／開場：１３時／入場無料 ※友の会によ

る優先発行はありません。【地元出演団体】市内全中学校、高等学校吹奏楽部

 入場整理券発行中

ＪＡＹＷＡＬＫ ＣＯＮＣＥＲＴ ＴＯＵＲ ２００９／もう一度…　《全席指定》

公演日：２月２８日（土）／開演１８時３０分／開場１８時／料金：５，５００円（当日は３００

円増）※友の会会員は、チケット２枚まで５，２００円　前売券好評発売中

ジュピターホールスタッフクラブ・ボランティアスタッフ第１６期生募集！

募集期間…１月８日（木）～１月３１日（土）

募集部門 舞台・照明・音響・アナウンス・フロア／スタッフ養成講座 各部門の基

礎知識を中心とした研修を全員に受講していただきます。／講座期間 ２月～３

月（５回程度）※詳細は和田山ジュピターホールまでお問い合わせください。

被害相談窓口
のご案内

「銀の道一条」刊行記念 玉岡かおる講演会　公演日：１月１７日（土）／開演：１５時

／開場：１４時３０分／場所：２階会議室／入場無料／定員：１００人　入場整理券発行中

生野マインホール ☎６７９－４５００　休 月曜日

平成２１年１月平成２１年１月号号１９



健康コーナー
還暦を迎えても
　ますます元気でいられるために…

　還暦を節目としてますます元気で活躍できるよう、還暦を迎えられた人を対象に、還暦

お祝い教室を開催します。

在宅復帰を目指して
～「老人保健施設とは、どんな施設」～

窓地域包括支援センターの

　「老人保健施設」とは、病状などが安定し入院する

状況ではないが、家庭での介護だけでは支えていく

ことのできない高齢者に対し、医療サービス、看護、

介護、リハビリを行い、家族とともに支援していく施

設です。

　家庭での生活に戻る時には、自宅の環境整備、福祉

サービスの調整、退所時の支援も行います。

　市内では多々良木に「あさご長寿苑」が、また、近隣

施設では公立八鹿病院併設の八鹿老人保健施設があ

ります。

　老人保健施設に入所するにはいくつかの手続きが

必要となります。まず、介護保険の認定が要介護度１

以上でないと入所できません。また、入所できる人数

に限りがあるため施設の相談員との面接が必要と

なっています。その時に、入所期間、入所の理由や今

後の生活についての相談も行います。

　介護保険の申請手続きや老人保健施設について詳

しく知りたいときは朝来市地域包括支援センター又

は各在宅介護支援センターにご相談ください。

と　き　１月１８日（日）１３時３０分～１５時３０分（受付１３時～）

ところ　和田山保健センター

内　容　

　・講演「はつらつと生きる～笑う門には福来る～」

　　講師　大阪大学大学院准教授　大平哲也さん

　・健康相談、血圧測定

　・健康増進プログラム（健康状態や生活習慣に応

　　じた、健康づくりのアドバイスをします。）

対　象　昭和２４年１月～昭和２４年１２月生まれの人

持ち物　健康手帳（手帳のない人は、申し込み時に

　申し出てください。当日お渡しします。）

申込み　１月８日（木）までに健康課へ申し込んでく

　ださい。

■問い合わせ先
・朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５
・生野在宅介護支援センター　☎６７０－５２０２
・朝来在宅介護支援センター　☎６７７－１９０１
・山東在宅介護支援センター　☎６７６－２０８０

還暦お祝い教室を開催します

■問い合わせ　市役所健康課（和田山保健センター）

　　　　　　　☎６７２－５２６９　FAX６７２－５３６９

健康情報テレホンサービス （１月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

６０歳を過ぎてからの女性器出血月曜日
歯医者を怖がる子どものために火曜日
涙やだ液が出ない病気－シェーグレン症候群－水曜日
いびきは病気？睡眠時無呼吸症候群との関係木曜日
禁煙のススメ金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】
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　生野町立奥銀谷小学校(現朝来市立奥銀谷小学校)は､歴史ある長い

歩みに幕を閉じ､平成２１年３月末で閉校することになりました。

　閉校に当たって、市教育委員会は、同小学校の歴史と思い出を後世に

残す取り組みを計画中。現在、卒業生をはじめ同小学校に縁のあった皆

さんに、これからの計画や予定などを広く知ってもらい､記念行事など

への参ｶﾛや協力をお願いするために、同小学校ゆかりの皆さんの住所

などの確認を行っています。しかしながら、生野町外にお住まいの方に

ついては、現住所が確認できない方があります。

　そこで、市教育委員会では、生野町外にお住まいの同小学校ゆかりの

皆さんからの連絡をお待ちしています。お知り合いやご友人にもお知

らせください。

■問い合わせ

　市教育委員会教育総務課

　☎６７７－２１１４／FAX６７７－１５１３
E-mail：kyoikusoumu@city.asago.hyogo.jp

奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小のののののののののののののののののののの卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生のののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん奥銀谷小の卒業生の皆さん！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

広報 朝朝来来 ２０



 第８回 　いくの地域自治協議会
自分たちの

は
自
分
た
ち
で
　!!

まち
～自考・自行、共助・共創のまちづくり～

　
生
野
地
域
の
地
域
自
治
協

議
会
は
、平
成
　
年
　
月
に

１９

１１

設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
て

以
来
、一
定
の
協
議
を
重
ね
、

平
成
　
年
６
月
　
日
に
設
立

２０

２８

し
ま
し
た
。

 　
生
野
町
は
但
馬
の
玄
関

口
で
鉱
山
町
と
し
て
栄
え
、

１
千
２
百
年
の
歴
史
を
も
つ

町
で
あ
り
ま
し
た
が
鉱
山
の

閉
山
と
と
も
に
人
口
減
少
は

著
し
く
、加
え
て
昨
今
の
少

子
高
齢
化
が
加
速
の
度
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

　「
い
く
の
地
域
自
治
協
議

会
」は
　
行
政
区
・
１
千
２
百

１４

戸
・
３
千
５
百
人
の
構
成
で

す
が
、生
活
環
境
は
生
野
町

口
銀
谷
を
中
心
と
す
る
純
然

た
る
町
型
地
域
と
、そ
の
周

辺
の
農
村
地
域
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
を
 活
 か
し
、基
本
で

い

あ
る「
わ
た
し
た
ち
の
町
は

わ
た
し
た
ち
で
守
り
、 創
 っ

つ

く

て
い
こ
う
」と
い
う
意
識
づ

け
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
い
く
の
地
域
自
治
協
議
会

で
は
、安
全
で
安
心
な
町
づ

く
り
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
べ
く
多
く
の
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
４
つ
の
部
会
構
成
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
あ
ん
し
ん
部
会
で
は
、ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
順
次
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、

異
常
時
に
そ
な
え「
防
災

マ
ッ
プ
」づ
く
り
を
手
が
け
、

作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇

所
の
拡
大
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
な
び
部
会
で
は
、①
生

涯
学
習
、②
子
育
て
支
援
、③

男
女
共
同
参
画
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、生
野
の

歴
史
や
現
状
の
再
認
識
、リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、子
守
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、見
守
り
隊
、世

代
間
交
流
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

郷
土
料
理
教
室
な
ど
の
催
し

を
行
い
ま
す
。

　
ふ
く
し
部
会
で
は
、住
民

の
健
康
福
祉
の
向
上
に
役
立

つ
催
し
を
計
画
し
、ま
た
、奉

仕
作
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
い
き
い
き
部
会
で
は
、ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
を
モ
ッ

ト
ー
に
、活
動
計
画
に
①
地

域
の
活
性
化
、②
イ
ベ
ン
ト

の
展
開
、③
地
域
行
事
の
支

援
を
か
か
げ
、地
域
と
の
連

携
を
保
ち
な
が
ら
活
動
し
ま

す
。
　
以
上
４
部
会
の
活
動
が
着

実
に
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に

よ
り
、そ
の
目
的
が
達
成
で

き
る
の
で
は
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、こ
の
た
び
県

民
交
流
広
場
事
業
の
承
認
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、生
野

マ
イ
ン
ホ
ー
ル
を
中
心
と
す

る
拠
点
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
す
。地
域
住
民
の
皆
さ
ん

方
の
新
た
な「
交
流
の
場
」と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
会
長
・
小
路
陽
司
さ
ん
）

イベント「わがまちを知ろう」

でのまなび部会スタッフと説

明を聞く参加者（１０月２５日）

銀谷まつりでの模擬店「鉱山食堂」の従

業員にふんしたいきいき部会メンバー

（９月２８日）

庁
舎
建
設
候
補
地
の
選
定

　
朝
来
市
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
は
　
月
　
日
、第
７
回

１１

２１

の
委
員
会
で
新
庁
舎
建
設
候

補
地
と
し
て
第
１
候
補
を
国

道
３
１
２
号
沿
線
の
新
市
街

地
区
域（
Ｂ
ゾ
ー
ン
）
に
、第

２
候
補
を
同
都
市
計
画
区
域

（
Ａ
ゾ
ー
ン
）に
決
定
し
ま
し

た
。
　
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
た
Ａ
か
ら
Ｃ
の

３
つ
の
ゾ
ー
ン
と
現
庁
舎
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
や
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
、新
庁
舎

と
ま
ち
づ
く
り
の
関
連
性
や

そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。ま

た
、事
業
費
に
つ
い
て
は
場

所
に
よ
り
用
地
費
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
条
件
が
異
な
る
た
め
、

ゾ
ー
ン
を
さ
ら
に
細
分
化
し

て
比
較
・
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
　
こ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
、

３
つ
の
ゾ
ー
ン
の
順
位
を
投

票
し
た
結
果
、最
多
得
点
を

得
た
の
が
Ｂ
ゾ
ー
ン
、次
点

が
Ａ
ゾ
ー
ン
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

市
長
へ
提
案

　
　
月
　
日
、第
８
回
の
委

１２

１７

員
会
で
こ
れ
ま
で
の
議
論
の

内
容
や
経
過
、
事
業
を
進
め

る
上
で
の
付
帯
意
見
な
ど
を

整
理
し
市
長
に
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
、次
回
掲
載
し
ま
す
。

新庁舎の建設に向けて 候補地エリアが決まりました候補地エリアが決まりました！！

皆さんのご意見・ご感想をお寄せく
ださい！

〒669－5292 朝来市和田山町東谷２１３番地１
　市役所元気なまち創造課
Eメール：genkinamachi@city.asago.hyogo.jp
電話：６７２－６１３８／FAX：６７２－４０４１
※お寄せいただいたご意見やご感想の回
　答は個別にはしません。また、個人情
　報を除いて公表する場合がありますの
　で、ご了承ください。

Vol．３

現庁舎

和田山中央文
化公園ゾーン

和田山駅

一本柳交差

一本柳交差点点

国
道
９
号

国
道
３１
２

国
道
３１
２
号号

和田山ジャンクシ和田山ジャンクショョンン

３１２号沿線（都市
計画区域）ゾーン

３１２号沿線（新市
街地区域）ゾーン

平成２１年１月平成２１年１月号号２１
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朝広　２１．１．１３,５００
この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

今
年
今
年
はは
丑 丑
 年年
 

う
し

　
今
年
の
干
支
の
ウ
シ

は
、人
と
の
付
き
合
い
が
長

く
、こ
と
わ
ざ
に
も
よ
く
登

場
し
ま
す
。よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、「
食
事
し
て
す
ぐ

寝
る
と
牛
に
な
る
」で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。昔
は
行
儀

の
悪
い
子
を
し
か
る
と
き
に

親
が
こ
の
言
葉
を
よ
く
使
っ

た
も
の
で
す
。で
も
、最
近
は
、

食
後
に
慌
て
て
動
く
よ
り
も
、

少
し
休
ん
だ
ほ
う
が
消
化
に

も
よ
い
と
い
わ
れ
、こ
の
こ

と
わ
ざ
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

　「
牛
歩
戦
術
」は
、牛
の
動

き
が
お
そ
い
こ
と
か
ら
き
た

も
の
。「
商
い
は
牛
の
よ
だ

れ
」と
い
う
言
葉
も
あ
り
、細

く
長
く
辛
抱
す
る
の
が
よ
い

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

「
男
と
牛
の
子
は
急
ぐ
も
の

で
は
な
い
」と
い
う
の
は
、牛

の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
構
え

よ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
和
牛
人
気
に
よ
り
、最
近

各
地
で
は
肉
牛
の
飼
育
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、地
域
お
こ
し

に
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
食
品
の
偽
装
問
題
が

起
こ
り
、牛
肉
に
と
っ
て
も

た
い
へ
ん
な
年
で
し
た
が
、

今
年
も
お
い
し
い
牛
肉
を
食

べ
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
今
年
の
丑
年
は
、モ
ウ
烈

に
が
ん
ば
る
も
よ
し
、の
ん

び
り
と
反
す
う
し
な
が
ら
過

ご
す
の
も
よ
し
、角
は
突
き

合
わ
さ
ず
に
、仲
良
く
い
き

た
い
も
の
で
す
。

各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

１１//16～16～２２/15/15健康カレ健康カレンンダーダー

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２０年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

１その他

２合計

３累計

１１交通事故

救
急

２０一般負傷

５２急病

１１その他

９４合計

１，１６３累計

（１１月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１８６２５人身事故

００子ども

死
者
　（人）

２０高齢者

００その他

２０合計

１７１子ども

傷
者
　（人）

４１３高齢者

１９９２９その他

２５７３３合計

１，１９５１０７物損事故

（１１月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

２４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み１強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひったくり

７事務所あらし２６車上ねらい

２出店あらし１自動販売機あらし

９詐 欺 

そ
の
他

６部 品 盗

５傷 害 ４２器 物 損 壊

５暴 行 １１自 動 車 盗

４７万 引 き ３オートバイ盗

（１１月末累計）２８自 転 車 盗

場　　所内　　容曜日日月

朝来福祉多目的ホール親子すこやか教室金１６

１

東河地区市民会館
糸井地区市民会館献血月１９

生野保健センター
和田山保健センター

３か月児・８か月児健診
脳元気度チェック（予約制）火２０

朝来商工会館
山東老人福祉センター
和田山保健センター

献血
離乳食教室
こころのケア相談（予約制）

水２１

和田山保健センター８か月児健診木２２

生野保健センター
朝来福祉多目的ホール

献血
２歳児歯科健診金２３

和田山保健センター３歳児健診火２７

和田山保健センター１歳６か月児健診水２８

和田山保健センター３か月児健診木２９

朝来福祉多目的ホール
　

親子すこやか教室金３０

和田山保健センター３か月児健診木５

２

朝来福祉多目的ホール１歳６か月児・３歳児健診木１２

各 種 相 談 の ご 案 内

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３：００～１６：００
　浜坂多目的集会施設　　     １月１０日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　 １月１７日（土）
　和田山ジュピターホール　　２月７日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■とき　１月２２日（木）１３：００～１６：００
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■とき　１月１９日（月）１３：３０～１５：００
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００
２月１８日（水）生野保健センター
２月１２日（木）本庁１階相談室

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

２月４日（水）生野保健センター
１月１４日（水）市役所南庁舎
１月２１日（水）山東老人福祉センター
１月２８日（水）朝来老人福祉保健センター

女性問題相談
　経験豊かな女性カウンセラーが、子育てや
家族、ＤＶやセクハラ等、女性が抱えるさまざ
まな悩みや不安、問題などの相談に応じます。
■とき　１月１４日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　市防災センター（前ケーブルテレビ和田山局舎）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

広報 朝朝来来 ２２



平成２０年の朝来市を振り返る
　平成２０年も幕を閉じ、新たな１年の幕開けを迎えました。

　昨年は、皆さんにとってどのような1年でしたでしょうか。

こんなことが
ありました

　今月号の広報では、昨年１年間に市内で起こった行事や出来事、話題など主なもの

を紹介します。皆さんも一緒に振り返ってみませんか。

岩津ねぎ料理コンテスト（２
月）で作られた創作岩津ねぎ料
理の品々

市全体では初の開催となった市
消防団ポンプ操法大会（６月）

フランス・バルビゾン市と友好
交流協定を締結（１０月）

２００８あさご生涯スポーツ・オリン
ピック大会総合開会式(９月)の
後には、綱引き大会などさまざま
なスポーツ大会が開催されました。

よさこい朝来元気まつり開催
（１０月）

１月　◎新春・元旦マラソン（１日）◎市消防本部訓練始め（８日）◎成人
　式（１３日）◎地域の食材を使った郷土料理の試食会（３０日）

２月　◎「朝来市いきいき体操」モデル事業実践発表会（９日）◎岩津ねぎ
　料理コンテスト開催（２３日）◎糸井地域自治協議会設立総会（２４日）

３月　◎「近代化遺産を活かしたまちづくりを考えるシンポジウム」開催
　（１日）◎大蔵地域自治協議会設立総会（２３日）◎竹田地域自治協議会設

　立総会（２３日）◎立雲峡山開き（３０日）

４月　◎朝来市消防大会（１３日）◎生野銀山へいくろう祭（１３日）◎上・下
　水道施設災害に関する応援協定書を締結（２３日）◎インフィオラータあ

　さご（２９日～５月５日）◎藤まつり（２９日～５月１７日）

５月　◎「生野鉱山群近代化遺産保存活用基本方針」策定（２日）◎ヒメハ
　ナ公園こどもまつり（５日）◎「朝来市の近代化遺産調査報告書」作成（８日）

　◎市がＩＳＯ９００１を取得（９日）◎銀谷ぽっぽ祭り（１８日）◎奥銀谷地域

　自治協議会設立総会（２４日）◎市連合国際交流協会設立総会（２７日）

６月　◎花しょうぶ祭り（１日～２１日）◎トライやるウィーク（２日～６
　日）◎近畿コカ・コーラボトリング株式会社、県電気工事工業組合但馬支

　部と災害時における協定書を締結（２日）◎第２３回多々良木ダム湖マラソ

　ン大会（４日）◎フランス・バルビゾン市から使節団来訪（６日）◎市消防

　団ポンプ操法大会ポンプ自動車の部（８日）、小型ポンプの部（２８日）◎

　パラリンピック大会（１４日）◎あさごオープンガーデン（１６日～２２日）◎

　市が企業立地促進法に基づいた企業誘致支援措置地域に認定（１６日）◎

　庁舎建設検討委員会設置（１７日）◎カナダ・パース町と姉妹都市提携協定

　書調印（２８日）◎いくの地域自治協議会設立総会（２８日）

７月　◎近代記録映像DVD「生野鉱山～日本の近代化を支えた鉱山の記録～」制作
　（２３日）◎生野夏まつり（２６日）◎粟鹿地域自治協議会設立総会（２７日）◎

　竹田城跡で新たな石垣遺構を確認（３１日）

８月　◎ASAGO国際音楽祭２００８（１～８日）◎生野夏物語（１３～１５日）◎あ
　さご夏祭り（１６日）◎山東夏祭り（１８・１９日）◎和田山夏まつり和田山地蔵

　祭り（２２・２３日）◎NPOいくのライブミュージアム発足式（３１日）

９月　◎わだやま観光案内所オープン（１日）◎ふるさと青年協力隊（５
　～７日）◎２００８あさご生涯スポーツ・オリンピック大会総合開会式（２３日）

　◎朝来健康さわやかまつり（２１日）◎銀谷祭り（２８日）◎梁瀬地域自治協

　議会設立総会（２８日）◎和田山地域自治協議会設立総会（２８日）

１０月　◎各地で秋祭り（上旬～中旬）◎第５回オオサンショウウオの会朝
　来大会開催（４日）◎朝来市このまち自慢ベストテン決定（８日）◎古代

　あさご館入館者１０万人達成（１２日）◎但馬・食文化まつり２００８（１８・１９日）

　◎よさこい朝来元気祭り（１９日）◎朝来市訪問団がフランス・バルビゾン

　市を訪問（１８～２４日）◎芸術村とフリーマーケット＆ブラスフェスタinあ

　さご（２６日）◎第３回朝来市学校音楽祭（２２日）

１１月　◎各地で文化祭（上旬～中旬）◎緑風の郷まつり（２日）◎めっちゃ
　おもろい黒川秋の陣（３日）◎銀谷かいわ祭り（９日）◎林道床尾線開通

　（１９日）◎岩津ねぎモニュメントの完成除幕式（２３日）◎生野イルミネー

　ションロード（２９日～１月４日）

１２月　◎市消防団年末警戒（２９日～３１日）

平成２１年１月平成２１年１月号号２３
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